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雲
州
算
盤
生
産
に
お
け
る
商
業
費
本

勝
　
　
　
部

邦
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一
　
序
　
－
．
　
論

　
鳥
根
果
仁
多
郡
、
持
に
横
伺
町
皿
び
亀
嵩
村
1
を
ヰ
心
と
す
る
1
算
盤
工
業
は
約
百

五
十
年
の
歴
史
遂
有
し
、
．
そ
の
喫
蝿
な
雲
州
算
盤
或
い
は
亀
静
算
盤
の
名
を
も
つ

て
呼
ば
れ
川
兵
偉
果
小
－
野
町
附
近
に
産
す
名
播
州
算
盤
と
並
ん
で
全
国
に
そ
の
名

を
知
ち
れ
て
伽
る
。
処
が
雲
州
算
盤
止
播
州
算
盤
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
方
溝
の

顕
著
悔
対
照
性
を
も
つ
て
一
．
L
ば
↓
拭
引
き
合
小
に
出
さ
れ
る
。
．
即
1
ち
、
播
洲
算

盤
が
近
代
的
な
機
械
工
業
の
生
産
物
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
雲
州
算
盤
が
前
近
代

的
な
手
工
業
の
生
－
産
物
で
あ
り
、
従
つ
て
前
者
が
安
価
な
大
衆
同
製
品
盾
が
ら
着

々
と
大
量
珪
産
の
業
績
を
挙
サ
て
い
ち
の
に
対
し
て
、
後
者
は
名
人
芸
の
晶
質
優

秀
な
製
品
で
あ
り
な
が
ら
、
然
も
郷
土
産
業
と
し
て
そ
の
振
興
を
望
む
関
係
者
や

当
局
渚
の
努
力
に
も
拘
わ
ら
す
、
一
向
に
生
産
の
近
代
化
も
1
大
量
化
帖
出
来
な

い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

－
私
見
に
よ
れ
ば
雲
州
算
盤
工
業
は
二
つ
の
著
し
い
特
色
を
も
つ
て
い
る
。
1
そ

の
一
は
伝
統
的
な
手
工
業
的
熟
練
で
あ
つ
て
、
雲
州
算
盤
の
名
声
の
基
礎
と
な
つ

て
い
る
。
理
ち
、
良
質
の
算
盤
と
↓
て
自
負
す
る
禦
唱
惚
主
要
な
製
作
工
程
老
職

人
の
手
工
技
術
に
喉
存
す
る
。
例
え
ば
、
手
迦
ロ
ク
ロ
に
よ
う
て
珠
を
作
り
、
冴

え
た
弾
唐
晋
を
柵
一
す
た
め
に
珠
の
穴
の
中
央
部
を
ふ
く
ら
ま
す
「
中
ぐ
カ
」
と
称

す
る
工
作
が
行
わ
れ
、
芯
竹
に
は
農
家
の
藁
屋
根
の
支
え
竹
と
L
．
て
・
数
十
年
乃
至

百
数
十
年
も
煙
で
媒
げ
た
、
い
わ
ゆ
る
硬
化
天
然
煤
竹
を
使
用
し
、
枠
の
穴
あ
か

し
に
は
舞
錐
と
称
し
て
、
縦
軸
の
上
部
の
一
端
か
ら
皮
紐
二
本
を
も
つ
て
横
軸
の

両
端
に
結
び
つ
け
、
横
軸
を
上
下
せ
し
め
る
ご
と
に
よ
つ
て
生
す
る
皮
紐
の
撚
転

反
動
老
利
用
し
て
嚇
軸
に
回
転
運
動
を
与
え
、
そ
の
下
部
に
と
り
つ
げ
た
錐
に
よ

つ
て
穴
を
あ
け
る
上
い
う
原
始
的
な
遣
具
を
便
用
す
る
。
志
竹
、
裏
板
、
枠
な

ど
木
部
の
磨
き
は
、
先
す
サ
ン
ぷ
ぺ
ー
バ
■
、
．
次
に
↓
ク
サ
（
木
賊
）
、
々
o
炊
火

ム
ク
の
葉
、
最
後
に
轍
と
い
う
1
四
段
階
を
経
て
仕
上
げ
ら
れ
る
が
、
・
そ
れ
ら
は
す

べ
て
手
を
も
つ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
作
業
は
多
種
多
様
の
「
ノ
ミ
」
、
「
カ
ン

ナ
」
、
鋸
、
錐
な
ど
の
純
撚
花
る
道
具
を
白
H
由
に
駆
使
し
て
行
う
ρ
勿
論
す
べ
て
の
．

製
品
の
す
べ
て
の
工
程
が
手
工
業
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
電
動
機

竜
備
え
、
各
種
カ
ツ
ク
ー
、
ボ
T
ル
盤
い
木
工
旋
盤
、
ド
リ
ル
等
の
機
械
（
近
代

的
工
業
抜
術
水
準
か
ら
み
れ
ば
極
め
て
旧
式
の
も
の
で
あ
る
が
）
を
も
っ
て
加
エ

さ
れ
る
製
品
も
多
い
。
然
し
ゾ
製
作
者
が
良
質
の
も
の
と
し
セ
自
負
す
る
も
の
と

な
る
と
「
一
こ
れ
等
の
機
械
老
す
て
て
道
具
亡
腕
に
か
え
る
の
で
あ
る
。
製
珠
は
多

く
機
械
に
よ
つ
て
い
る
が
、
1
組
立
仕
上
げ
は
圧
倒
的
に
手
工
業
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
手
工
業
的
熟
練
に
よ
る
出
楽
栄
え
は
「
冴
え
」
と
い
う
言
葉
に
よ
つ
て
表
現

さ
れ
る
。
珠
及
び
枠
の
穴
ざ
ら
え
や
芯
竹
の
工
作
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
「
冴
え
」

‘

sokyu
●

sokyu

sokyu

sokyu
‘

sokyu
■

sokyu



2
3
．

が
で
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
言
わ
れ
、
主
に
珠
の
弾
き
具
合
な
ど
で
重
観
的
に

判
断
さ
れ
る
が
、
「
冴
え
」
は
算
盤
全
体
の
製
作
技
術
の
優
秀
さ
を
綜
合
的
に
示
す

言
葉
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
手
工
業
的
熟
練
に
よ
る
伝
統
的
の
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
「
ア
ダ
」
（
珠
と
芯
竹
と
の
間
の
ゆ
と
り
）
と
い
う
よ
う
な
極
め
て
直

、
観
的
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
微
妙
な
工
作
も
手
工
業
的
熟
練
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
出
来
上
る
良
質
の
算
盤
に
は
製
作
者
の
銘
が
刻
印
さ
れ
る
。
製
作

者
に
は
、
名
人
、
一
級
、
二
級
、
三
級
等
の
段
階
が
あ
つ
て
、
上
級
の
製
作
者
の

銘
あ
る
も
の
程
高
価
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
手
工
的
熟
練
は
徒
弟

制
度
に
よ
つ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
徒
弟
は
多
く
二
年
乃
至
四
年
の
期
間
を
も
つ

て
、
一
算
盤
製
作
の
技
術
を
師
匠
か
ら
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
狐
、
製
作
技
術
が
中

世
的
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
こ
の
徒
弟
制
度
も
中
世
的
な
要
素
を
多
分
に
残
存
し

て
い
る
o

’
第
二
の
特
色
は
間
屋
制
家
内
工
業
で
あ
る
っ
即
ち
、
雲
州
算
盤
は
零
紬
な
分
散

的
家
内
工
業
の
生
産
物
で
あ
る
が
∴
そ
れ
ら
の
家
内
工
業
は
親
工
場
や
間
屋
（
伸

買
人
と
呼
ば
れ
る
）
に
よ
つ
て
商
業
費
本
的
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
て

の
第
二
の
特
色
は
雲
州
算
盤
工
業
の
近
代
化
を
阻
ん
で
い
る
最
大
の
原
因
で
あ

る
。
董
し
、
商
業
費
本
が
工
業
生
産
に
介
入
し
、
こ
れ
を
支
配
す
る
場
合
、
生
産
様

式
を
変
革
す
る
こ
と
は
し
な
い
で
、
既
存
の
生
産
様
式
に
寄
生
し
、
そ
の
基
礎
の
上

で
直
接
的
生
産
者
か
ら
利
潤
を
収
取
す
る
か
ら
で
あ
る
、
「
こ
の
仕
方
は
、
即
自
的

に
も
向
自
的
に
も
旧
生
産
様
式
を
変
革
す
る
こ
1
と
は
殆
ん
ど
在
く
、
む
し
ろ
旧
生

産
様
式
を
保
存
し
、
自
已
の
前
提
と
し
て
維
持
す
る
。
」
（
費
本
論
第
三
部
第
二
十
章
）

　
以
上
雲
州
算
盤
士
業
の
二
大
特
色
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
何
れ
一

も
が
前
近
代
的
性
格
を
も
つ
て
い
る
。
手
工
楽
生
産
が
中
世
的
生
産
方
法
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
分
散
的
家
内
工
業
と
相
ま
つ
て
生
産
を
量

的
に
制
限
し
て
い
る
。
ま
た
問
屋
制
家
内
工
業
は
資
本
制
生
産
へ
の
過
渡
形
態
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
だ
近
代
以
前
の
形
態
で
あ
る
。
か
ふ
る
前
近
代
的
性
格

を
顕
著
に
示
す
、
も
う
一
つ
の
指
標
が
あ
る
。
そ
れ
は
注
文
生
産
が
圧
倒
的
な
部

分
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
、
一
表
は

製
造
販
売
業
者
に
つ
い
て
一
九
五
二
年
六
月

か
ら
一
九
五
三
年
五
月
に
い
た
る
一
ケ
年
の

調
査
緒
果
で
あ
る
が
一
近
代
的
生
産
形
態
た

る
見
込
生
産
の
占
め
る
割
合
僅
か
に
二
六
・

五
％
に
対
し
て
、
中
世
的
な
注
文
生
産
の
割

合
は
実
に
七
三
・
五
％
に
達
し
て
い
る
。

　
右
に
述
べ
た
二
つ
の
特
色
の
う
ち
、
第
一

の
手
工
業
的
熟
練
に
つ
い
て
は
、
徒
弟
制
度

の
研
究
士
し
て
別
に
取
扱
う
計
画
を
も
つ
て

い
る
の
で
、
未
稿
に
お
い
て
は
、
第
二
の
間

屋
制
家
内
工
業
乃
至
は
商
業
資
本
の
支
配
に

つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

　
謹
　
σ
資
料
に
つ
い
て
ば
島
根
県
申
小
企
業
課

　
　
　
及
び
統
許
課
に
負
う
と
シ
」
ろ
が
極
め
て
多

　
　
。
い
。
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
⑭
雲
州
算
盤
生
産
の
歴
史
的
瞥
見
、
及
び

　
　
　
当
面
す
る
技
術
的
・
経
済
的
諸
間
題
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
酒
丼
勝
郎
助
教
授
の
論
文
「
雲

　
　
．
州
算
盤
振
興
に
つ
い
て
」
（
雑
誌
「
山
林
」

■

雲州算盤の生産形態第1表
生
塵 見　　込　　生　　産 注 文 生 産

鞄髭 劉詰「詰～嶋～附
I小計　　　I 20％1詰～1詰～嶋～蜘小計

合計

区 迄

％
　　．28．O ％ ％

横田 10．7　3．5 1．4 8．3　1．5 25．4 5．5 4．1 6．5 30．5 74．6 100

亀嵩 14．4　0 4．7 0　1．2 20．3 O O
’O

72．7 7．O 79．7 100

鳥上 025．O O 075．O 100．0 O O 0 O 0 O 100

合計 11．0　3．3 1．9 6．63．7 ’26．5 4．2 3．3 51．5 36．5 24．O 、73．5 100

　．、、一’峰へ

拶
婦
拶
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一
九
至
二
年
七
月
号
）
・
於
あ
る
。
筆
者
も
こ
の
論
文
か
ら
多
く
の
示
唆
を
受
げ
た
刈

、
併
せ
て
謝
意
を
表
し
た
い
！
そ
の
他
の
文
献
と
L
て
は
1

安
部
武
之
助
編
「
算
盤
の
素
描
レ
（
一
仇
五
一
年
）

　
「
日
本
ド
の
亀
嵩
算
盤
」
（
伺
盟
時
報
↓
九
五
二
年
七
月
号
）
な
ど
が
あ
る
。

二
　
生
産
・
販
売
の
機
構

　
業
者
を
大
別
す
れ
ば
、
猿
立
企
業
と
従
属
的
家
内
工
業
（
下
請
業
者
）
に
な
る
。

独
立
企
業
の
中
に
は
家
内
工
業
を
支
配
す
る
と
共
に
嘗
ら
も
生
産
工
場
を
有
す
る

製
造
販
売
業
．
（
親
士
場
）
、
家
内
工
業
を
支
配
す
る
の
み
で
嘗
ら
は
生
産
を
全
く

行
わ
な
い
純
然
た
る
間
屋
（
伸
買
人
）
、
及
び
珠
の
生
産
を
行
い
、
家
内
工
業
に
対

し
て
は
支
配
関
係
に
立
た
な
い
珠
工
場
の
三
つ
が
あ
る
。
仁
多
郡
に
お
げ
る
こ
れ

等
の
業
者
の
数
は
一
九
五
三
年
五
月
末
で
第
二
表
の

よ
j
に
な
つ
て
伽
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
機
能
を

略
述
す
れ
ば
弐
の
如
ぺ
で
あ
る
。

（
H
，
）
製
造
販
売
業
者

、
ω
原
材
料
の
仕
入
　
　
　
　
　
。
　
　
　
｝
、

　
九
州
、
関
東
、
中
部
地
方
か
ら
原
木
を
、
大
阪
、
‘

兵
庫
等
か
ら
金
具
、
一
芯
竹
、
枠
、
珠
、
セ
ル
ロ
イ
ド
、

ム
ク
の
葉
等
の
原
材
料
を
仕
入
れ
る
。

　
②
完
蔵
晶
及
び
牛
製
晶
の
生
産

　
冒
己
の
工
場
κ
お
い
て
原
材
料
の
加
工
、
生
産
を

行
う
。

　
③
原
材
料
、
牛
製
晶
の
前
貸

仁多郡の算盤業者第2表 F　　　　　　－　　1　l ■　　．　　　　”『　　■　1　　　I1

業者種別企業形警峻．魔1個人1計撃
！
叢
豚
　
下
請
業
者
　
　
　
計

2
・
0
0
2

・
工
0
’
0
1

2
5
　
9
1
6
3
1
9
7

宛
　
9
1
6
事
2
0
0

．
支
配
下
に
軌
る
家
内
工
菜
の
行
う
作
莱
に
よ
つ
て
二
つ
、
に
分
れ
局
・
即
ち
・
算

盤
の
組
立
仕
上
げ
を
行
づ
も
の
に
対
し
て
俸
、
仕
上
珠
、
1
芯
竹
、
禅
、
金
具
等
＾

切
の
原
材
粋
、
牟
製
品
を
前
貸
レ
τ
∴
完
威
品
を
受
取
る
。
珠
仕
上
を
行
う
家
内

工
業
に
対
L
て
は
、
荒
珠
圭
側
貸
し
て
仕
上
珠
を
受
取
る
の
で
あ
る
。
　
∴
、

　
④
製
品
の
販
売

　
．
販
売
市
場
は
全
国
に
わ
た
つ
て
お
り
、
地
域
で
は
東
京
、
福
岡
、
広
鼠
な
と
が

多
く
、
、
取
引
先
は
郵
売
商
、
小
売
商
、
学
校
な
ど
が
多
い
。

（
B
）
間
屋
（
伸
買
人
）

、
右
の
製
造
販
売
業
著
の
果
す
機
能
の
う
ち
、
②
完
蔵
晶
及
び
牛
製
品
の
生
産
を

除
き
、
原
材
料
の
仕
入
、
前
貸
、
－
製
晶
の
販
売
を
行
う
。
豚
売
市
場
に
結
び
つ
い

て
い
る
の
は
殆
ん
ど
製
造
販
売
業
者
と
問
屋
だ
け
で
あ
る
。

（
C
）
珠
工
場
．
・
　
　
　
・
∴

　
原
木
を
仕
入
れ
て
、
仕
上
珠
、
荒
珠
、
枠
を
生
産
し
、
こ
れ
を
製
造
販
売
業
者

と
間
屋
に
販
売
す
る
。

（
D
）
下
請
業
者

－
前
に
触
れ
た
よ
ケ
に
、
，
算
盤
の
組
立
仕
上
を
行
う
も
の
と
、
珠
の
仕
上
を
行
う

も
の
と
の
二
者
が
あ
り
、
前
者
は
親
工
場
や
間
屋
か
ら
原
材
料
、
牛
製
品
の
前
貸

を
ケ
げ
て
完
蔵
品
を
納
入
す
る
。
後
者
は
荒
碑
の
支
給
を
う
け
て
仕
上
珠
を
術
入

す
る
。
そ
し
て
一
．
定
の
下
請
加
工
賃
を
受
取
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
下
請
業
者
は

原
料
購
入
市
場
か
ら
も
製
品
販
売
市
場
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
て
、
専
ら
親
工
場
・

間
屋
に
従
属
し
て
、
羊
、
れ
ら
の
為
の
生
産
を
行
つ
て
い
る
。
彼
等
が
「
下
子
」
（
シ

タ
コ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
ば
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

（
E
）
そ
の
他
1
－

sokyu
　｝、
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原
材
料
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
各
種
組
－
合
を
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
こ
れ

ら
の
組
合
に
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
に
基
す
く
も
の
四
、
任
意
組
合
三
が

あ
り
、
更
に
農
業
協
同
組
合
も
加
わ
つ
て
、
原
材
料
の
仕
入
れ
を
行
い
、
製
造
販

売
業
者
や
潤
屋
に
こ
れ
を
供
給
し
て
い
る
。

．
最
後
に
、
支
配
も
従
属
も
し
な
い
独
立
自
営
の
小
企
業
が
僅
か
な
が
ら
存
在
す

る
。
こ
れ
は
親
工
場
或
い
は
間
屋
の
下
子
で
あ
つ
た
も
の
が
、
経
済
的
に
独
立

し
、
資
金
を
独
力
で
ま
か
な
い
、
原
材
料
の
購
入
を
自
ら
行
い
、
製
品
を
特
定
の
販

．
売
業
著
に
で
は
な
ぺ
一
般
の
販
売
業
者
を
対
象
と
し
て
有
利
な
条
件
を
求
め
て
販

売
す
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
業
者
が
次
第
に
強
力
に
な
つ
て
独
力

で
販
売
機
構
を
持
ち
、
製
造
販
売
業
者
ど
し
て
拡
充
強
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
こ
の
点
酒
井
助
教
授
、
前
掲
論
文
皿
（
C
）
参
照
。
）
こ
の
発
展
方
向
は
、
封
建
的
生
■

産
様
式
か
ら
近
代
的
生
産
様
式
へ
の
二
重
の
移
行
の
う
㌢
、
現
実
に
変
革
的
な
仕

方
と
い
わ
れ
る
、
生
産
者
が
商
人
兼
資
本
家
と
な
つ
て
直
接
に
商
業
の
た
め
に
生

産
す
る
途
と
L
て
、
雲
州
算
盤
工
業
の
近
代
化
の
た
め
に
は
極
め
て
注
目
す
べ
き

も
の
で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
仁
多
郡
に
お
い
て
侭
、
こ
の
独
立
自
営
の
生
産
者
が

発
展
し
て
製
造
販
売
業
者
と
な
る
や
、
産
業
資
本
家
と
し
て
の
発
展
の
方
向
を
辿

る
こ
と
を
止
め
、
単
な
る
商
業
資
本
家
と
し
て
前
期
的
支
配
を
ふ
る
い
始
め
、
か

く
て
一
切
の
発
展
が
再
び
停
滞
し
て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
が
あ
る
、
こ
と
に
注
意
し

な
付
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
。
、
；
　
生
産
規
模
の
概
観

　
家
内
工
業
的
生
産
は
必
然
的
に
小
経
営
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
．
そ
し
て
そ
の
顕

著
な
特
色
は
商
品
の
質
的
不
均
一
と
生
産
の
量
的
制
約
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
雲

州
算
盤
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ふ
あ
て
は
ま
る
。
然
し
い
う
ま
で
も
な
く
、
質
的
不

均
一
と
い
う
こ
と
は
必
す
レ
も
品
質
が
藤
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
反
対
に
雲
州

算
盤
が
す
ぐ
れ
た
手
工
業
晶
と
し
て
芸
術
的
な
美
し
さ
さ
え
も
つ
て
い
る
こ
と
は

既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
次
に
大
量
生
産
か
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
雲
州
算
盤

が
目
下
当
面
し
て
い
る
最
大
の
困
難
の
一
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
つ
て

需
要
、
従
つ
て
取
引
が
大
量
化
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
．
計
算
器
と
し
て
の
算

．
盤
は
日
本
で
は
古
い
歴
史
と
極
め
て
広
汎
な
需
要
を
も
つ
て
お
り
、
之
が
西
洋
式

の
計
算
機
に
と
つ
て
代
ら
れ
る
見
込
は
近
い
将
来
に
は
殆
ん
ど
全
く
な
い
ば
か
り

で
な
く
、
近
時
義
務
教
育
に
お
い
て
算
盤
の
操
作
が
殆
ん
ど
一
般
教
育
的
に
広
く

教
授
さ
れ
つ
」
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
．
算
盤
の
需
要
は
今
後
な
お
一
．

層
増
大
し
、
申
共
貿
易
が
本
格
化
す
れ
ば
こ
の
傾
向
は
益
々
拍
軍
を
か
け
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
市
場
の
か
∫
る
状
況
が
商
業
資
本
に
支
配
さ
れ
る
家
内
工
業
的
生
産

の
量
的
制
約
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
雲
州
算
盤
が
拡
大
す
る
新

市
場
の
み
な
ら
す
、
・
既
有
の
市
場
を
も
他
の
播
州
算
盤
な
ど
に
よ
つ
て
奪
わ
れ
づ

∴
抄
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
面
か
ら
は
当
然
と
も
い
え
る
が
、
正
に
雲
州
算
盤
工

業
の
存
廃
に
関
す
る
間
題
で
あ
り
、
斯
業
近
代
化
の
要
請
が
如
何
に
切
実
な
も
の

で
あ
る
か
を
感
ぜ
し
め
る
に
足
る
。
我
々
は
玖
に
雲
州
算
盤
の
業
者
の
規
模
が
如

何
に
零
細
な
も
の
で
あ
る
か
を
若
干
の
指
標
に
よ
つ
て
画
き
出
そ
う
と
思
う
。

　
既
に
第
一
表
に
よ
つ
て
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
個
人
企
業
が
最
も
多
く
、
特
に

間
屋
n
伸
買
人
と
下
請
業
者
と
は
全
部
が
何
人
企
業
で
あ
り
、
会
杜
組
織
は
製
造

販
売
業
者
に
お
い
て
僅
か
に
三
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

　
次
に
経
営
規
模
を
一
企
業
あ
た
り
の
従
業
員
数
に
よ
つ
て
み
る
と
、
毛
の
零
紬

さ
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
第
三
表
は
一
九
五
三
年
の
工
業
調
査
に
あ
ら
わ
れ
た

sokyu
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も
の
か
ら
筆
者
が
作
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
従
業
員
三
人
以
下
の
経
営
が
総
数
の

八
六
％
を
占
め
、
二
人
経
営
が
三
；
％
に
逢
し
て
い
る
。
此
等
は
い
う
ま
で
も
な

驚
　
営
8
1

　
経
5
2

　
る

　
た

　
み

　
り

　
よ，

数

　
員

　
業

　
従

　
表

　
郷

く
分
散
せ
各
自
宅
の
作
業
場
内
で
職
人
が
家
族
労
働
者
や
徒
弟
を
相
手
に
生
産
を

行
う
下
請
業
者
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
零
紬
な
経
営
侭
お
い
て
は
、

（1952・i2末）

薮工場数麟予 工場数1 延従業員数

1 幽 44 115 216

2 41 82

3 30 90
（86％） （51％）

4 2 8
5 1 5
6 1 6
7 1 7
8 4 32 ユ8 207

9 1 9
10 3 30 （14％） （49％）

14 2 28

18 1 18

30 1 30

34 1 34

計 …1…1…（↓・・％） 423（100％）

日
本
の
農
業
経
営
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
従
業
者

は
多
く
家
族
に
よ
つ
て
占

め
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
、
経

営
規
模
が
大
き
く
な
る
に

従
つ
て
雇
用
労
働
著
の
占

め
る
比
率
が
増
大
す
る
。

第
四
表
は
島
根
果
中
小
企

業
課
が
癌
立
企
業
三
〇

家族従業員数第4表

人
　内員1　家族従業者

碑
事務員／婁 30 8

・8

2
立

工員！婁 109 11

企 67 2

業 討
214 23

（100％） （10．7％）

下
事務員！婁 1 1

O 0
請

工員！婁 183 133

・業 53 33

渚 計
237 167

て100％）
1

（70．4％）

（
う
ち
株
式
会
杜
一
、
含
費
会
杜
二
「
個
人
二
七
）
、
下
請
業
者
一
〇
九
（
金
部
個
－

人
）
計
ニ
ニ
九
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
に
基
す
い
て
作
蔵
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
｝
っ
て
み
れ
ば
独
立
企
業
と
下
請
業
者
と
の
対
照
が
極
め
て
顕
著
で
あ

る
。
独
立
企
業
に
お
い
て
は
家
族
従
業
者
の
占
め
る
比
率
は
僅
か
に
二
％
で
あ

つ
て
、
労
働
力
は
殆
ん
ど
雇
用
労
働
者
に
依
存
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
下
請
業

着
に
あ
つ
て
は
従
業
員
の
実
に
七
〇
％
強
が
家
族
労
働
者
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事

実
は
．
下
請
業
者
が
全
く
零
細
且
つ
前
近
代
的
な
経
営
で
、
経
済
力
も
劣
弱
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
商
業
資
本
家
た
る
と
同
時
に
自
ら
も
生
産
者
た
る
製
造
販
売
業
者

が
相
対
的
に
大
規
模
な
経
営
で
、
然
も
近
代
的
賃
労
働
者
（
近
代
的
と
い
つ
て
も

家
計
補
助
的
低
労
賃
そ
の
他
劣
悪
な
労
働
条
件
に
甘
ん
じ
て
い
る
後
れ
た
層
で
あ

る
が
）
を
雇
用
す
る
小
工
場
主
で
あ
り
、
経
済
力
も
比
較
的
強
大
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
此
の
点
に
こ
そ
商
人
費
本
に
よ
る
工
業
生
産
支
配
、
即
ち

間
屋
制
工
業
の
最
大
の
根
拠
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
こ
の
形
態
に
お
け

る
生
産
は
間
屋
資
本
が
下
請
生
産
者
の
経
済
力
の
劣
弱
に
乗
じ
て
．
、
直
接
k
資
本

の
支
配
下
に
包
摂
さ
れ
た
場
合
よ
り
も
一
層
劣
悪
な
条
件
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
旧
来
の
生
産
様
式
の
基
礎
の
上
で
利
潤
を
取
得
せ
ん
と
丈
る
意
図
に
出
す

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
◎

　
然
し
な
が
ら
製
造
販
売
業
者
と
い
え
ど
も
右
に
該
当
す
る
よ
う
な
も
の
は
極
め

て
少
数
で
あ
、
つ
て
、
絶
対
的
に
み
れ
ば
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
況
し
て
下
請
業

者
に
至
つ
て
は
更
に
甚
だ
し
い
。
．
第
五
表
は
こ
の
こ
と
を
示
す
一
つ
の
指
標
と
な

る
で
あ
5
う
。
工
場
敷
地
で
は
ニ
ハ
坪
未
満
、
建
物
で
は
六
坪
朱
瀞
と
い
う
最
低

規
模
の
も
の
が
、
下
請
業
者
に
お
い
て
圧
倒
的
部
分
を
占
1
め
て
い
る
ば
か
り
で
な

く
、
．
製
造
販
売
業
者
に
禽
い
て
さ
え
大
な
る
比
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
注
意
し

sokyu
○
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第5表 工場敷地建物規模
　　　規模別x　　業着魎別　≡ 独立

＾

企業 轟1計
16坪未満 13 75 88’

工 16～30 3 3 6
場
敷 30～70 6 4 10

地 70～］00 2 O 2
総
坪 100坪以上 3 O 3
数 不明叉はなL 3 27 30

計 30 109 139

6坪未満 11 50 61

工 ’6～15 5・ 7 12
場
建 15～30 6 5 11

物 30～60 3 O 3
総
坪 60坪．以上 2 O 2
数 不明叉はなし 3 47 50

計 30 109 ’139一

倉 6坪未満 8 3 11

庫 6∴10． 3
、1 4、

延 10～30 5 O 5
坪 3ρ坪以上 1 O 1
数

不明叉はなし 13 105 118

計 30 109 139

一

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
等
最
低
坪
数
の
示
す
も
の
値
決
し
て
工
場
の
名
に
値
す

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
て
、
住
宅
の
一
部
を
充
て
た
家
内
作
業
場
に
す
ぎ
な
い
。

－
以
上
述
べ
た
処
に
よ
つ
て
、
経
営
規
模
の
零
紬
は
ほ
じ
明
ら
か
に
な
つ
た
と
思

う
が
、
か
ム
る
零
紬
経
営
に
為
い
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
労
働
手
段
の
機
械
化

は
全
く
遅
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
，
そ
れ
で
も
製
材
、
製
珠
の
過
程
は
旧
式
な
が
ら

機
械
化
が
進
ん
で
い
る
が
↓
算
盤
製
造
の
主
要
過
程
た
る
組
立
、
仕
上
は
序
論
で

ふ
れ
を
よ
う
に
殆
ん
ゼ
道
具
κ
依
存
し
て
い
る
。
第
二
表
に
あ
ら
わ
れ
た
製
造
販

売
業
著
二
八
、
下
講
業
者
ニ
ハ
三
、
計
一
九
二
に
つ
い
て
モ
ー
タ
ー
数
を
調
べ
る

と
一
前
者
は
二
八
基
、
後
者
は
六
二
基
で
計
九
〇
基
に
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
づ

ち
一
企
業
で
数
基
を
設
備
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
モ
ー
タ
ー
を
設
備
し
て

い
る
業
著
ぼ
モ
ー
タ
．
τ
数
よ
り
、
も
す
つ
と
少
く
な
る
。
叉
製
造
販
売
業
者
二
七
に

つ
い
て
調
べ
た
支
出
項
目
中
、
減
価
償
却
費
の
占
め
る
比
率
が
塵
か
に
○
⑤
三
三
％

．
で
あ
る
と
い
う
と
と
も
機
械
化
水
準
の
低
位
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
い
え
よ
1
う
、

　
亡
の
よ
ラ
に
手
工
業
を
主
体
と
す
る
零
紬
経
営
に
お
い
て
労
働
生
産
性
が
極
め

て
低
．
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
九
五
二
年
の
生
産
高
な
雲
州
一
億
円
、
播

州
八
億
円
と
推
算
さ
れ
て
い
る
が
（
酒
井
助
教
授
、
．
前
掲
論
文
－
参
照
）
、
島
根
果
中

小
企
業
課
の
調
査
に
応
じ
た
親
工
場
二
六
、
間
屋
一
を
通
じ
て
み
た
一
九
五
三
年

五
月
に
終
る
一
年
間
の
生
産
高
は
一
七
三
一
五
五
二
丁
、
価
額
七
五
、
三
七
四
、
八

七
五
円
で
あ
る
。
こ
れ
を
同
じ
調
査
に
よ
る
前
揚
第
四
表
の
工
員
数
四
二
天

で
割
つ
て
み
る
と
一
人
あ
た
り
四
二
一
丁
、
価
額
一
八
二
、
九
四
八
円
と
な
る
。
こ

れ
と
、
や
∫
数
字
が
古
い
が
一
九
四
九
年
に
お
け
る
日
本
の
金
属
工
業
と
紡
織
工

業
の
そ
れ
ぞ
れ
生
産
額
二
〇
三
、
九
〇
一
百
万
円
及
ぴ
二
八
六
、
六
五
三
百
万
町
、

就
業
者
数
三
八
八
千
人
及
び
七
七
六
千
人
、
従
つ
て
一
人
あ
た
り
の
生
産
額
五
二

五
、
五
一
九
円
、
及
び
三
六
九
、
三
九
八
円
1
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
編
＼
解
説
経
済
統

計
、
一
九
軍
三
年
七
月
、
八
二
頁
及
び
八
四
頁
よ
り
計
算
）
ど
比
較
し
て
み
る
と
雲
州
算

盤
工
業
の
労
働
生
産
性
の
低
さ
が
よ
く
わ
か
み
。
一
九
四
九
年
以
来
の
生
産
指
数

の
上
昇
と
貨
幣
価
値
の
下
落
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
較
差
は
一
層
甚
だ

し
く
、
近
代
化
し
た
工
業
の
労
働
生
産
性
の
数
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
四
　
問
屋
制
支
配
の
実
態

　
一
般
に
間
屋
制
工
業
と
呼
ば
れ
る
、
商
業
資
本
の
工
業
生
産
へ
の
介
入
”
支
配

は
三
つ
の
段
階
を
も
つ
て
い
る
。
（
藤
田
敬
三
教
授
、
下
藷
制
工
業
、
経
済
学
小
辞
典
四

〇
九
頁
以
下
参
照
）
．
第
一
．
段
階
は
間
屋
制
家
内
工
業
で
あ
つ
て
、
直
接
的
生
産
者
は

表
面
上
独
立
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
．
実
質
的
に
は
元
方
た
る
間
屋
乃
至
は

商
業
資
本
家
か
ら
原
材
料
の
前
貸
を
う
け
て
之
を
加
工
し
製
品
を
元
方
ぺ
納
入
す

る
の
で
あ
つ
て
、
原
料
購
入
及
び
製
品
販
売
の
両
面
に
お
い
て
市
場
か
ら
遼
断
さ



■

一

2
8
，

牝
、
商
業
費
本
に
従
属
し
・
て
い
る
。
、
こ
の
段
階
で
ば
嘗
営
的
な
家
内
仕
事
が
、
表

面
そ
の
形
態
を
緯
持
し
な
が
ら
従
属
的
な
家
内
労
働
へ
転
化
す
る
。
第
二
の
段
階

は
間
屋
制
マ
ニ
；
フ
ア
ク
チ
，
ユ
ア
、
第
三
の
段
階
は
間
屋
制
工
場
下
請
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
め
段
階
で
は
、
マ
㍉
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
が
手
工
業
に
依
存
し
、
工
場
が

機
械
化
し
て
い
る
と
い
う
点
を
除
げ
ば
、
共
通
し
て
い
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。

却
ち
、
何
れ
も
商
業
費
本
か
ら
前
貸
を
う
け
、
市
場
か
ら
遼
断
さ
れ
て
之
に
従
属

・
し
つ
ム
も
、
白
H
か
ら
費
本
主
義
化
し
．
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
経
営
者
や

下
請
工
場
主
は
労
働
手
段
を
所
有
し
、
少
く
と
も
一
部
の
労
働
対
象
を
自
給
し
、

若
干
の
賃
労
働
者
を
雇
用
す
る
産
業
費
本
家
1
で
あ
る
。
処
が
、
「
商
人
資
本
の
自

立
的
発
展
は
資
本
制
的
生
産
の
発
展
度
に
逆
比
例
す
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
商
人
資
本
の
優
勢
な
と
ご
ろ
で
は
時
代
．
お
く
れ
の
状
態
が
支
配
的
で
あ
る

が
、
商
人
資
本
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
る
杜
会
的
生
産
形
態
の
資
本
主
義
化
が
進
む

に
つ
れ
て
商
人
資
本
は
衰
微
し
、
遂
に
は
資
本
投
下
一
般
の
一
特
殊
的
契
機
に
格

下
げ
さ
れ
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
商
業
資
本
が
家
内
工
業
を
、
更
に
は

資
本
主
義
化
せ
る
マ
ニ
ュ
．
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
や
中
小
工
業
を
支
配
す
る
と
い
う
こ
と

は
資
本
主
義
発
展
の
必
然
的
産
物
で
は
決
し
て
な
く
、
か
ふ
る
事
態
の
存
在
す
る

地
域
や
国
ひ
封
建
性
或
い
は
費
本
主
義
の
後
進
性
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
る
特
殊
な

、
傾
向
で
あ
各
■
。

　
雲
州
算
蟹
生
産
に
お
け
る
下
請
は
右
の
う
ち
第
一
段
階
の
間
屋
制
家
内
工
業
に

相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
み
た
よ
う
に
こ
の
場
合
の
下
請
業
者
は
主
と
し

て
家
族
労
働
に
依
存
す
る
零
紬
な
も
の
で
あ
つ
て
、
資
本
制
生
産
の
マ
ニ
ュ
フ
ア

ク
チ
ュ
ア
や
工
場
で
は
な
い
か
ら
で
1
あ
る
。
た
r
、
商
業
資
本
家
が
自
ら
も
工
場

を
も
ち
“
賃
労
働
者
を
雇
用
し
て
生
産
を
行
い
、
部
分
的
に
産
業
資
本
家
に
転
化

し
て
い
る
の
が
し
ぽ
し
ぼ
み
ら
牝
る
の
ぼ
、
連
例
前
述
の
第
二
或
い
は
第
三
の
段

階
に
至
つ
て
じ
あ
る
が
、
雲
州
算
盤
工
業
に
お
い
て
は
、
第
一
の
段
階
に
あ
り
な

が
ら
、
商
業
資
本
の
機
能
を
果
し
て
い
る
の
は
純
然
た
る
間
屋
は
少
く
て
、
自
ら

生
産
苧
行
う
製
造
販
売
業
者
即
ち
親
工
場
の
数
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
点
は
一

っ
の
特
徴
を
な
ず
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
扱
て
次
に
親
工
場
及
び
問
屋
に
よ
る
下
請
業
者
支
配
の
実
．
態
を
み
る
こ
と
に
す

る
が
、
こ
∫
で
調
査
の
対
象
と
な
つ
た
の
は
親
工
場
一
五
、
間
屋
一
で
あ
る
。

　
先
す
こ
れ
ら
の
元
方
が
支
配
す
る
家
内
工
業
の
数
を
み
る
と
最
少
一
と
い
う
商

業
資
本
的
性
格
の
極
め
て
稀
薄
な
も
の
か
ら
、
多
き
は
四
五
と
い
う
強
大
な
む
の

も
あ
り
、
平
均
し
て
ニ
ニ
と
な
つ
て
い
る
。
ま
た
之
を
、
逆
に
下
請
業
者
一
〇
九

に
つ
い
て
、
そ
牝
ら
が
従
属
関
係
に
立
つ
元
方
の
数
を
み
る
と
、
親
工
場
た
■
じ
一
ー

つ
に
専
属
す
る
、
極
め
て
隷
属
的
な
も
の
が
六
二
で
圧
倒
的
に
多
く
、
以
下
親
工

場
二
に
従
属
す
る
も
の
二
一
、
親
工
場
三
を
持
つ
も
の
六
、
五
を
持
つ
も
の
一
、
．

　
（
他
に
不
明
、
記
入
な
し
一
九
）
で
あ
つ
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
親
工
場
持
数
の

多
く
な
る
に
従
つ
て
隷
属
度
を
減
す
る
。
親
工
場
と
下
請
業
者
と
の
取
引
年
数
、

即
ち
支
配
従
属
関
係
の
継
続
期
間
は
一
年
か
ら
長
き
は
五
〇
年
に
及
び
、
平
均
し

て
九
年
で
あ
る
。

　
商
業
資
本
が
旧
来
の
生
産
様
式
を
改
革
せ
す
、
反
つ
て
ご
れ
に
寄
生
し
、
下
請
．

業
者
の
劣
悪
な
経
済
力
と
労
働
条
件
と
を
利
用
し
て
嘗
ら
の
利
潤
を
取
得
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
従
つ
て
商
業
資
本
の
果
す
役
割
は
あ
く
ま
で
阻

．
止
的
、
衛
滞
的
で
あ
り
、
．
そ
の
下
請
支
配
は
下
請
業
者
の
労
働
生
産
性
が
高
い
か

ら
で
は
な
く
て
、
皮
対
に
下
請
業
者
が
旧
い
封
建
的
な
経
済
麗
係
に
お
か
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
資
本
主
義
化
の
進
行
に
つ
れ
て
商
業
資
本
存
立
の
墓
撃
も

sokyu
一

sokyu



、
2
9

失
わ
れ
で
い
く
の
で
あ
る
。
純
然
た
る
間
屋
で
は
な
く
、
有
ら
生
産
を
行
つ
て
い

1
る
親
工
場
も
、
’
そ
の
間
屋
資
本
的
性
格
に
お
い
て
は
か
∫
る
機
能
を
果
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
‘
自
ら
の
不
変
資
本
（
労
働
手
段
）
の
不
足
を
下
請
支
配
に
よ
つ
て
補
、

充
す
る
。
こ
の
聞
の
事
椿
は
、
親
工
場
が
間
屋
よ
り
も
多
く
、
そ
の
点
で
は
純
粋

の
間
屋
制
家
内
工
業
よ
り
も
間
屋
制
二
ニ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
と
共
通
点
を
有
す
る

が
∵
被
支
配
者
が
分
散
的
家
内
工
業
で
あ
つ
て
資
本
主
義
化
せ
る
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク

チ
ュ
ア
や
工
場
で
は
な
い
の
で
「
そ
の
意
味
で
は
間
屋
制
家
内
工
業
と
問
屋
制
マ

ニ
ュ
7
．
ア
ク
チ
ュ
ア
と
の
混
合
形
態
と
も
み
ら
れ
る
雲
州
算
盤
工
業
に
お
い
て
も

よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
第
六
表
は
前
述
の
親
工
場
一
五
、
間
屋
一
に
つ
い
て
下

請
利
用
の
理
由
を
し
ら
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
親
工
場
に
設
備
が
な
い
こ
と
乃
至

不
足
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
が
大
牛
を
占
め
て
い
て
、
親
工
場
の
不
変

資
本
ひ
不
晃
を
物
語
つ
て
い
る
。
別

の
調
査
に
よ
る
と
機
械
化
に
対
す
る

希
望
は
甚
だ
強
い
の
で
あ
る
が
、
之

を
阻
ん
で
い
る
最
大
の
原
因
は
費
金

不
足
と
な
つ
て
い
る
。
事
実
一
親
工

場
と
し
て
も
、
自
ち
の
工
場
設
備
鉢

強
の
余
裕
が
あ
れ
ば
、
殊
更
に
非
能

率
的
、
な
下
請
業
者
を
利
用
し
な
竹
れ

下請利用の麗由第6表

百分率

41，2

22，2

15，7

11．5

9．4

項

100．O

い
足
秀
施
安

な
不
　
　
迎

　
力
優
増
害

が
旨

備
鱗
術
文
佳

設
設
技
洋
外
1

計

（註）調査対象 親工場15

間屋1

ぱ
な
ら
な
い
理
苗
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
．
こ
れ
に
よ
つ
て
み
れ
ば
、
親
工
場
が
将

来
近
代
的
機
械
工
場
に
発
展
す
る
亡
と
に
よ
つ
て
現
在
の
下
請
家
内
工
業
の
従
業

着
が
近
代
的
賃
労
働
者
と
な
つ
、
て
之
に
雇
用
さ
牝
、
か
ぐ
て
間
屋
制
を
止
揚
し
て

シ
く
途
が
考
え
ら
れ
る
。
然
し
ご
上
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
外
注

割
安
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
劣
弱
な
零
紬
家
内
工
業
に
、
後
述
の
兼
業
の

間
題
が
か
ら
ん
で
下
請
工
賃
が
極
度
に
切
り
下
げ
ら
れ
る
て
と
か
ら
生
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
ζ
の
点
に
乗
す
る
商
業
資
本
的
意
図
が
設
備
近
代
化
に
対
し
て
阻
止

的
機
能
を
果
し
、
前
述
せ
る
処
と
は
反
対
に
、
設
備
能
力
な
し
或
い
は
不
足
と
外
注

割
安
と
が
同
じ
盾
の
両
面
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
一
面
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
．

　
次
に
下
請
業
者
の
技
術
優
秀
と
い
う
理
由
が
一
五
・
七
％
あ
る
こ
止
は
、
雲
州

算
盤
工
業
で
の
一
つ
の
特
色
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
同
じ
調
査
で
自
已
所
属
の
下

請
業
者
の
鼓
術
水
準
が
高
い
と
い
ケ
の
が
三
七
％
、
普
通
が
四
一
％
、
低
い
二
二

％
と
な
つ
．
て
い
て
全
般
と
し
て
下
請
業
者
の
技
術
水
準
は
高
い
。
金
属
機
械
器
具

工
業
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
高
度
の
下
請
制
工
業
、
郡
ち
親
工
場
が
近
代
的
大
工
業

で
あ
り
、
下
請
工
場
も
何
程
か
費
本
主
義
化
し
た
中
ハ
エ
業
で
あ
る
場
合
に
拾
い

て
は
、
下
請
制
の
根
拠
と
し
て
技
術
優
秀
と
い
う
こ
と
ぼ
な
く
、
現
実
に
申
小
工
．

業
の
技
術
水
準
は
い
わ
ゆ
る
町
工
場
に
み
ら
れ
る
如
く
極
め
て
低
劣
で
あ
り
、
親

工
場
の
技
術
が
逢
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
ご
の
場
合
に
は
流
通
面
把
握
と
下
請
の

悪
労
働
条
件
を
利
用
し
て
の
商
業
資
本
的
収
取
が
基
本
的
要
因
で
あ
る
。
撚
し
雲

州
算
盤
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
述
べ
た
よ
う
に
直
接
的
生
産
者
の
有
す
る
手
工
業

的
熟
練
の
演
す
る
役
割
が
大
き
い
た
め
に
、
こ
の
理
由
が
比
較
的
大
き
い
比
率
を

占
め
て
い
る
の
で
あ
る
1
。
親
工
場
或
い
は
間
屋
が
販
売
市
場
で
有
利
な
取
引
を
す

る
た
め
に
は
、
雲
州
算
盤
の
名
声
を
支
え
て
い
る
「
冴
え
」
の
あ
る
製
品
を
も
つ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
徒
弟
と
し
．
て
腕
を
み
が
い
た
瓢
練
工
を
子
飼
い

の
「
下
子
」
と
し
て
保
持
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
こ
の
場
合
と
い

え
ど
も
そ
の
関
係
は
前
期
、
的
支
配
従
属
で
あ
ー
つ
て
、
商
業
費
本
的
意
図
が
不
可
分

に
か
ら
み
合
つ
て
い
る
こ
と
は
伽
う
ま
で
も
な
い
。

sokyu
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1
3
0
一

．
．
下
請
利
用
の
撞
由
と
密
接
に
関
係

す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
親
工
場
と
下

誇
炎
者
と
が
如
何
な
る
面
で
一
そ
し

て
如
何
な
局
仕
方
で
関
係
を
も
つ
て

い
る
か
．
は
、
前
者
の
後
者
に
対
す
る

支
配
の
段
階
を
示
す
も
の
と
し
て
、
一
．

雲
州
算
盤
工
業
の
近
代
化
の
契
機

第7表下請に対する関係

項　　　目　百分率

材料無償支給

技術指導
資・金貸、付

資，金斡旋
機械器具貸与

材料有償麦給

　　計

68，5

12，6

10．2

5．5

1．9

　1．31

100．O

（註）第6表に同じ

を
さ
ぐ
る
上
に
も
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
調
査
結
果
は
、
第
七
表
の
通
り

で
あ
る
。

　
周
知
の
如
く
商
業
資
本
が
小
営
業
に
お
い
て
取
る
基
本
的
講
形
は
五
つ
あ
る
。

（
口
．
シ
ァ
に
お
げ
る
資
本
主
義
の
発
展
、
第
五
章
、
六
）
第
－
一
の
最
も
単
純
な
形
態
は
、

商
人
（
ま
た
は
大
作
業
場
の
経
償
主
）
が
小
商
晶
生
産
者
σ
製
品
を
買
入
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
現
在
雲
州
算
盤
の
独
立
自
営
的
な
生
産
者

は
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
が
、
彼
等
も
自
ら
販
売
市
場
に
出
る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
製
晶
を
不
特
定
の
間
屋
も
し
く
は
製
造
販
売
業
者
に
売
る
の
で
あ
つ
て
、
．
販
売

市
場
に
関
係
す
る
の
は
こ
れ
ら
の
商
人
も
し
く
は
作
業
場
主
で
あ
る
。
こ
の
形
態

は
歴
史
的
に
ぼ
小
経
営
の
分
散
性
、
孤
立
性
、
彼
等
の
間
の
経
済
的
不
和
と
闘
争
、

更
に
市
場
の
拡
大
に
伴
う
大
量
販
売
と
小
生
産
と
の
矛
盾
を
条
件
と
し
て
出
現
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
雲
州
算
盤
で
は
現
在
こ
れ
は
支
配
的
な
形
態
で
は
な
い
。
第

二
の
形
態
は
商
業
賛
本
と
高
利
貸
業
と
の
結
合
に
あ
る
。
即
ち
直
接
的
生
産
者
が

買
占
葉
者
か
ら
金
を
借
り
、
ー
そ
の
後
彼
の
商
品
を
負
債
の
代
ψ
に
引
渡
す
の
で
あ

各
。
こ
の
形
態
が
債
権
者
・
債
務
者
の
関
係
に
乗
じ
て
債
務
者
を
封
建
的
な
人
身

的
隷
属
に
導
く
こ
と
は
、
解
放
前
の
封
建
的
土
地
所
有
が
小
作
人
へ
の
貸
金
と
結

合
す
る
と
き
、
、
之
の
種
隷
属
の
極
一
め
て
強
固
な
ム
の
を
生
み
出
し
た
の
と
同
じ
で

．
あ
る
。
第
七
表
に
蕃
い
て
資
金
貸
付
、
斡
旋
を
合
し
て
」
五
・
七
％
に
達
す
る
亡
．
と

は
こ
の
形
態
が
か
な
少
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
金
融
機
関
上

へ
の
■
借
入
金
申
込
を
し
な
か
つ
た
下
請
業
者
六
三
の
う
ち
親
工
場
、
間
屋
で
面
倒

を
み
て
く
れ
る
か
ら
と
い
う
理
由
を
あ
げ
た
も
の
が
ニ
ニ
（
二
〇
％
）
あ
つ
た
こ
と

に
よ
つ
て
も
こ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三
の
形
態
は
、
諸
商
品
毒
も
つ
て
1
す
る
製
品

に
対
す
る
支
払
で
あ
る
。
こ
の
誇
商
晶
は
現
物
の
1
消
費
費
料
を
意
味
す
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

る
が
、
雲
州
算
盤
の
家
内
工
業
の
場
合
こ
の
形
態
に
該
肖
す
1
る
事
態
は
見
当
ら
な

い
よ
ケ
で
あ
る
、
第
四
の
形
態
は
生
産
の
た
φ
に
必
婁
な
商
晶
（
原
料
嚢
た
は
助

成
材
等
々
）
め
形
で
商
人
が
麦
払
う
こ
と
で
あ
る
。
小
営
業
者
へ
の
生
産
原
料
の

販
売
は
、
製
品
の
買
入
と
全
く
同
種
類
の
、
商
業
賛
本
の
独
文
的
業
務
を
形
威
し

う
る
鬼
の
で
あ
り
、
こ
の
形
態
は
賛
本
家
的
関
係
に
お
け
る
非
常
作
大
童
な
前
蓮
ー

を
意
味
す
る
。
小
営
業
者
は
製
品
買
占
に
よ
つ
て
販
売
市
場
か
ら
切
離
さ
れ
た

後
、
こ
ふ
で
は
原
料
購
入
市
場
か
ら
も
遮
断
さ
れ
、
最
後
的
に
商
業
資
本
に
従
属

す
る
。
第
七
表
の
材
料
有
償
支
給
が
こ
の
形
態
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
僅
か

に
一
・
三
％
と
い
う
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
の
は
、
．
こ
の
形
態
が
第
五
の
最
高
形

態
へ
た
じ
一
－
歩
と
い
う
極
め
て
接
近
し
次
も
の
で
あ
り
、
既
に
そ
の
最
高
形
態
へ
・

移
行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
五
め
最
高
形
態
で
は
「
買
占
業
者
は
一
定
の
支

払
に
対
し
て
小
営
業
者
に
加
工
材
料
を
直
接
分
配
す
る
。
即
ち
商
業
資
本
が
小
営

業
者
に
原
料
を
供
給
し
て
加
工
せ
し
め
、
之
に
対
し
て
一
定
の
加
工
賃
意
支
払
う

の
で
あ
る
。
第
七
表
の
材
料
無
償
支
給
と
い
う
の
が
こ
の
段
階
を
意
味
し
、
し
か

も
そ
れ
が
六
八
・
五
％
と
い
う
断
然
他
の
項
目
を
抜
い
た
比
率
を
示
し
て
い
る
の

値
、
雲
州
算
盤
の
家
内
工
薬
に
お
い
て
最
高
形
態
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
を
物
語

sokyu

sokyu

sokyu



飢

つ
て
い
る
、
第
一
乃
至
第
四
の
赦
態
1
1
段
階
に
お
い
て
は
商
業
資
本
は
そ
の
独
旨

的
機
能
た
る
流
通
部
面
を
通
じ
て
の
支
配
で
あ
る
が
、
．
第
五
の
形
態
H
段
階
に
お

い
て
は
小
営
業
者
は
自
宅
で
資
本
家
の
先
め
に
働
く
賃
－
労
働
者
に
事
実
上
な
る
の

で
あ
つ
て
、
資
本
家
的
家
内
労
働
が
造
出
さ
れ
る
。
商
業
資
本
は
、
直
接
に
生
産

遇
程
を
支
配
し
な
い
と
は
い
え
、
事
実
上
の
産
業
資
本
に
移
行
す
る
。
後
述
の
如

く
こ
の
形
態
か
ら
近
代
的
費
本
紺
生
産
様
式
へ
の
移
行
の
一
つ
の
経
路
が
あ
る
。

機
械
－
器
具
貸
与
一
・
九
％
は
上
述
の
貨
幣
或
い
は
原
材
料
の
前
貸
と
共
に
商
業

資
本
的
支
配
の
重
要
な
フ
ア
ク
タ
ー
を
な
し
、
＞
」
の
制
度
が
前
貸
制
度
と
も
呼
ば

れ
る
一
つ
σ
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
。
技
術
指
導
が
二
丁
六
％
と
い
う
か
な

り
大
き
い
比
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
揚
第
六
表
の
下
請
利
用
の
理
由
の
一

項
目
た
る
下
請
業
者
の
技
術
優
秀
と
い
う
の
ど
一
見
矛
盾
す
る
如
く
で
庫
る
が
、

親
工
場
が
名
人
或
い
ば
高
級
の
技
術
者
を
擁
し
て
い
る
場
合
に
は
下
講
業
着
に
対

す
る
技
術
指
導
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
や
や
詳
述
し
た
諾
項
目
に
わ
た
つ
て
強
力
な
支
配
が
行
わ
れ
る
の
で
、
下

請
業
著
は
外
見
的
独
立
性
に
も
拘
わ
ら
す
、
実
質
的
に
は
親
工
場
・
問
屋
に
全
く

隷
属
し
、
正
に
「
下
子
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
状
態
に
お
か
れ
る
。

・
．
次
に
下
請
加
工
賃
で
あ
る
が

い
う
ま
で
も
な
ぐ
製
品
の
晶
質

に
よ
つ
て
そ
の
幅
が
甚
だ
大
き

い
。
下
請
業
者
か
ら
納
入
さ
れ

た
も
の
約
六
万
八
千
丁
に
っ

い
て
調
査
の
結
果
は
第
八
表
の

如
く
で
あ
、
る
σ
こ
れ
に
よ
る
と

第8表 1丁あたり加工賃
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lOO d~' 120 22.3 

125 ,~, 140 - 29. 7 

145 l~' 160 9. 5
 

167 ,eJ 200 6.9 
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400' J~- 6dO 2 ,. l
 

~f lOO .O 

一
〇
〇
円
　
　
一
四
〇
円
が
過
牛
数
を
占
め
る
の
で
、
一
応
こ
れ
を
標
準
的
加
工

賃
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
、
前
述
せ
る
一
人
あ
た
り
の
生
産
高
四
二

一
丁
（
第
三
節
参
照
）
を
乗
す
る
と
、
や
」
橡
械
的
に
す
芭
み
、
が
、
一
人
あ
た
り
の

加
工
賃
収
入
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
は
近
代
的
大
工
業
の
賃
金
に
比
較
し
て
甚
だ
し

く
低
い
も
の
で
あ
る
σ
ま
た
、
下
請
業
者
八
七
の
年
間
加
工
賃
収
入
は
デ
九
五
三

年
五
月
に
終
る
一
年
に
つ
い
て
一
．
○
、
廿
二
六
、
九
一
α
円
で
あ
つ
て
一
一
莱
者
あ

た
り
僅
か
に
二
…
、
二
八
八
円
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
加
工
賃
の
支
払
方
法

は
、
却
金
四
五
エ
ハ
％
、
「
掛
け
」
三
二
・
三
％
、
前
金
二
二
二
％
と
な
つ
て
お
り

「
掛
け
」
が
相
当
に
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
親
工
場
や
間
屋
が
そ
れ
自
体
と
レ
て
み
れ
ば
小
企
業
で
あ
つ
て
、
・

景
気
変
動
に
対
す
る
抵
抗
力
も
弱
く
、
金
融
機
関
そ
の
他
の
強
大
な
費
本
の
圧
遣

を
う
け
る
こ
と
に
基
す
い
で
い
る
。
例
え
ば
最
近
製
晶
販
売
代
金
は
「
掛
け
」
が

九
二
％
強
を
占
め
る
に
拘
わ
ら
す
、
資
材
買
付
代
金
は
前
金
九
％
、
即
金
四
一
％
．

残
り
の
五
〇
劣
が
「
掛
け
」
と
い
う
状
況
で
親
工
場
・
問
屋
は
収
入
面
、
支
払
面
の

両
面
か
ら
強
圧
を
う
け
、
然
も
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
も
極
め
て
困
難
で
牽

る
。
然
し
ご
れ
ら
の
不
利
な
条
件
の
多
く
が
下
請
業
者
に
シ
ワ
寄
せ
さ
れ
て
い
る

処
に
商
業
資
本
の
寄
生
著
性
格
が
あ
る
◎

　
　
　
　
　
五
　
兼
業
の
問
題

　
間
屋
制
家
内
工
業
は
手
工
業
・
小
商
品
生
産
に
対
す
る
商
業
費
本
の
支
配
の
形

態
で
あ
る
が
、
－
こ
の
場
合
支
配
さ
れ
る
小
経
営
は
郡
市
及
び
農
村
に
お
け
る
専
業

的
な
も
の
の
み
で
ぼ
な
く
／
主
業
的
な
も
の
及
び
副
業
的
盾
も
の
晃
含
む
川
（
上
林

良
次
郎
教
授
、
工
業
経
済
論
、
，
九
八
頁
）
こ
一
れ
を
雲
州
算
盤
工
莱
に
つ
い
て
み
る
と
第

◆

sokyu
◆
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九
表
の
如
く
過
牛
数
の
業
着
が
兼
業
で
あ
る
。
．

こ
の
ケ
ち
農
業
と
の
兼
業
が
殆
ん
ど
全
部
を
中

め
る
の
は
現
地
が
中
国
山
眠
の
盆
－
地
ー
に
あ
り
、

、
農
耕
と
牧
畜
を
主
と
す
る
地
域
で
あ
る
た
め
で
一
－

あ
る
。．

兼
業
に
つ
い
て
特
徴
的
な
と
と
は
、
下
請
業

者
の
み
な
ら
す
、
製
造
販
売
業
着
に
も
兼
業
が

多
い
点
で
あ
る
。
し
れ
は
第
三
節
で
述
べ
た
よ

う
に
、
親
工
場
の
経
営
規
模
も
少
数
の
も
の
を

除
き
絶
対
的
に
は
零
紬
で
あ
り
、
算
盤
に
よ
る

牧
入
の
み
に
依
存
し
得
な
い
こ
と
に
錐
る
。
ま

た
小
規
模
の
独
立
自
H
営
の
業
者
も
同
じ
理
由
か

ら
兼
業
を
し
．
て
い
る
の
が
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い

る
。

　
然
し
な
が
ら
兼
業
の
比
重
は
勿
論
下
請
業
者

専業・兼喋の一比較第9表

業者種別1専業1農業と兼業ほ纂劉 計

製造販売薬者 13（60） 10（33） 2（7） 30（10d）

下請．業者 48（44） 58（53） 3（3） 109（100）

計、 66（47．5） 68（48．9） 5（3．6） 139（10①）

（註）括孤内は百分率

の
方
が
大
き
い
。
親
工
場
で
は
専
業
が
六
〇
％
を
片
め
る
の
ピ
対
し
て
下
請
業
者

で
は
兼
業
が
五
八
％
を
占
め
、
専
業
・
．
兼
業
の
比
率
が
丁
度
逆
に
な
つ
で
い
る
。

こ
の
こ
と
は
も
う
少
し
進
ん
で
兼
業
経
営
に
お
い
て
算
盤
に
よ
る
収
入
が
総
収
入

に
対
し
て
占
め
る
比
率
を
し
ら
べ
る
と
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
第
一
〇
表
の
示
す

如
く
親
工
場
で
は
こ
の
比
率
が
六
〇
％
以
上
の
も
の
ば
か
り
で
、
算
盤
が
主
業
、

農
業
そ
の
他
が
副
業
と
な
つ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
下
請
薬
者
の
場
合
に
は
算
盤

が
主
業
的
な
も
の
も
多
い
が
、
農
業
そ
の
他
の
比
重
が
反
つ
て
多
く
算
盤
が
副
業

と
な
つ
て
い
る
経
営
の
数
が
か
な
り
増
大
し
て
い
る
。
下
請
業
者
の
経
営
規
模
が

極
め
て
零
紬
で
あ
り
「
然
も
前
節
で
み
た
ー
一
一

よ
う
に
加
工
賃
が
低
く
、
，
麦
払
条
件
も
不
－

利
で
あ
る
と
い
う
事
椿
は
、
彼
等
が
算
盤

牧
入
の
み
に
依
存
で
き
な
い
事
態
を
い
ポ
’

い
よ
切
実
な
も
の
士
し
、
兼
業
の
必
然
性

を
生
み
串
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば

か
り
で
は
な
い
で
兼
業
の
存
在
そ
の
も
の

が
前
近
代
的
で
あ
る
上
に
、
そ
れ
は
家
計

補
助
的
低
加
工
賃
の
原
因
と
な
り
、
更
に

そ
れ
が
原
因
と
、
な
つ
て
彼
等
を
い
よ
い
よ

兼
業
た
る
農
業
に
し
が
み
つ
か
せ
る
と
い

’

第10表 兼業の程度

算盤の収入が
総収入に対し
て占める比率

20％～40％

40・）60
」60～90
一g0％以上

計

農業と兼業

鐙売嚢1下請

O
01

7
3

10

7
17

23

11

58

その他と兼業

麓売繋下議

O
0
1
1
2

0
1
2
0
3

う
、
互
い
に
因
と
な
り
果
と
な
つ
て
悪
循
環
を
繰
返
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
“

下
請
業
者
が
強
く
農
薬
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
月
別
操
業
日
数
に
明
白
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
下
請
業
者
は
既
述
の
如
く
自
己
単
独
で
、
も
し
く
は
家
族
労
働
者

或
い
は
徒
弟
を
使
つ
て
生
産
す
る
零
紬
な
経
営
で
あ
る
か
ら
、
農
繁
期
に
お
い
て

は
算
盤
加
工
を
犠
牲
に
し
て
農
耕
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
之
に
反
し
て
親
工

場
は
主
と
し
て
雇
用
労

働
者
に
依
存
し
て
い
る

か
ら
農
繁
期
に
お
い
て

も
算
盤
生
産
は
殆
ん
ど

影
響
を
う
け
な
い
。
第
－

十
一
表
に
み
ら
れ
る
通

り
、
下
請
業
者
の
場
合

第11表 丹別操業日数

｝
　　　製造販月　1　　　売業者 下請

業者一

1952年6月 22．3 15．2

7月 22．争 i8．4

8月 23．7 19．4
g月 23．5 19．3

10月 22．9 16．9

1　11月 23．8 17．7

12月 25．5 22．6

1953年1月 24．1 2417

2月 21．4 2ユ．5

3月’ 25．4 25．2

娩 125．8 23．8

5月 24．2 19．0

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu
’
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農
繁
期
の
操
業
日
数
が
激
減
し
、
農

閑
期
（
特
に
冬
期
）
に
増
大
す
る
が
、

親
工
場
で
は
年
間
を
通
じ
て
略
々
平

均
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
算
盤
組
立
仕
上
げ
の
下

請
と
農
業
と
を
兼
営
し
て
い
名
一
つ

の
事
例
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
調
査

時
期
は
一
九
五
三
年
三
月
末
を
も
つ

て
終
る
一
ケ
年
で
あ
る
。
こ
の
家
の

家
族
構
威
は
世
帯
主
夫
婦
、
息
子
夫

婦
、
二
女
、
孫
三
人
計
八
人
で
あ
る

が
、
稼
働
人
員
は
孫
三
人
を
除
き
、

勇
二
、
女
三
、
計
五
人
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
息
子
（
三
三
才
）
が
算
術
技
術

収入明細表（単位円）2表親
．

項目区分 現　金現　物 計
農
　
　
　
　
業
撃
！
驚
濃
罵
労
賃
！
薫
盤
工
糞
　
被
　
　
　
　
贈
、
利
子
・
配
当
金
・
そ
の
他
　
　
　
計

1
．
2
9
0
9
3
，
9
0
0
　
　
－
3
5
．
2
4
0
5
．
2
0
0
1
1
；
4
7
0
2
，
台
0
4
1
4
9
，
9
0
4

9
1
，
4
5
0
　
　
－
6
3
7
6
　
，
　
　
一
　
　
一
1
4
，
4
0
0
　
　
－
1
1
2
，
2
2
6

9
2
7
4
0
　
，
9
3
，
9
0
0
‘
6
．
3
7
6
3
5
2
4
0
　
，
5
．
2
0
0
2
5
．
8
7
0
2
，
亭
0
4
2
6
2
1
3
0
　
，

　
者
で
あ
つ
て
自
宅
に
お
い
て
組
立
仕
上
げ
の
下
請
を
な
し
、
二
女
（
十
九
才
）
が

　
隣
り
の
町
の
算
盤
工
場
の
工
員
と
し
て
通
勤
し
、
他
の
三
人
が
農
業
に
従
事
し
て

　
い
る
。
農
業
の
経
営
面
積
は
、
里
二
反
二
畝
、
畑
六
畝
で
、
他
に
林
野
六
反
を
有

　
し
て
い
る
。
こ
の
家
の
調
査
期
間
に
お
け
る
収
入
の
内
訳
は
第
十
二
表
の
如
く
で

　
あ
る
。
算
盤
関
係
の
収
入
は
下
請
加
一
工
賃
と
労
賃
と
で
二
元
、
一
四
〇
円
で
あ

　
る
。
こ
れ
だ
け
の
収
入
を
も
つ
て
し
て
は
此
の
家
計
が
緯
持
で
き
な
い
こ
と
ぼ
明

　
ら
か
で
あ
か
、
下
請
加
工
賃
も
女
子
工
員
と
し
て
得
る
労
賃
も
極
め
て
低
廉
な
こ

　
と
を
物
語
つ
て
い
る
。
そ
こ
で
農
業
と
の
兼
営
を
も
つ
て
補
充
せ
1
ざ
る
を
得
な
い

’
，
の
で
あ
る
が
、
1
農
業
生
産
物
は
殆
ん
ど
全
部
臣
家
消
費
さ
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
』

　
こ
の
点
に
算
盤
に
よ
る
，
収
入
が
す
べ
て
現
金
で
あ
る
こ
と
の
大
き
な
意
義
が
生

れ
て
く
る
。
即
ち
算
盤
に
よ
る
収
入
は
総
収
入
に
対
し
て
は
四
九
％
強
で
あ
る

　
が
、
現
金
収
入
に
対
し
て
は
実
に
八
六
％
と
い
う
高
嘩
に
な
つ
1
て
お
り
一
主
食
、

野
菜
、
薪
以
外
の
家
計
の
必
要
は
殆
ん
ど
算
盤
関
係
の
収
入
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

　
る
ζ
と
に
な
る
。
算
盤
生
産
と
農
業
と
の
結
び
つ
き
は
極
め
て
強
固
で
あ
る
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
こ
の
家
計
の
収
支
は
約
一
万
円

　
の
黒
字
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
六
　
雲
州
算
盤
工
業
近
代
化
へ
の
途

　
　
間
屋
制
工
業
乃
至
下
請
生
産
関
係
に
つ
い
て
藤
田
教
授
が
、
家
内
工
業
、
問
屋

制
マ
ニ
’
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
、
問
屋
制
工
場
下
請
の
三
段
階
を
区
別
さ
れ
た
こ
と
は

前
述
し
た
が
、
小
宮
山
琢
二
氏
も
之
を
旧
間
屋
制
工
業
（
家
内
工
業
）
、
新
間
屋

．
制
工
業
、
及
び
下
請
制
工
業
（
下
請
工
業
）
、
の
三
つ
の
理
想
型
に
区
別
し
得
る
と

　
さ
れ
る
。
・
（
全
氏
著
、
目
本
申
小
工
業
研
究
、
三
ハ
頁
以
下
）
旧
間
屋
制
工
業
は
間
屋
或

　
い
は
商
業
資
本
が
直
接
生
産
に
従
事
し
な
い
商
人
で
、
下
請
業
着
が
全
く
費
本
家

的
性
格
を
持
た
す
、
生
産
は
機
械
及
び
原
動
九
を
使
用
せ
す
に
行
わ
れ
る
場
合
で

あ
つ
て
、
農
村
的
家
内
工
業
、
内
職
的
家
内
工
業
、
職
人
的
家
内
工
業
等
が
あ

　
る
。
新
間
屋
制
工
業
と
い
う
の
は
、
下
静
業
者
が
近
代
的
工
場
工
業
の
組
織
と
条

件
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
間
屋
－
或
い
は
商
業
資
本
は
初
め
は
全
然
若
し
く
は
殆
ん

ど
生
産
に
従
事
し
な
い
が
、
次
第
に
生
産
著
化
し
て
そ
の
商
業
資
本
の
一
部
を
投

じ
て
自
か
ら
生
産
を
始
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
の
一
工
程
或
い
は
数
工
程
の

生
産
加
工
を
行
い
、
そ
れ
等
工
程
の
前
叉
は
後
の
段
階
に
立
つ
申
小
工
業
を
支
配

す
乃
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
点
藤
閏
激
授
も
商
業
資
本
が
自
か
ら
工
場
を
も
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ち
部
分
的
に
産
業
費
本
に
転
化
す
る
こ
と
が
少
．
な
ぐ
な
い
の
ば
マ
ニ
ュ
7
ア
ク
チ

ュ
ア
或
い
は
工
場
支
配
の
段
階
に
至
つ
て
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
第
三
の
下
請

制
工
業
は
支
配
の
主
体
が
商
業
資
本
で
は
な
く
産
業
資
本
と
し
て
現
わ
れ
る
場
合

で
あ
る
。
1

　
処
で
雲
州
算
盤
工
業
の
場
合
一
麦
配
の
主
体
が
間
屋
H
伸
買
人
で
あ
る
場
合
に

は
明
瞭
に
間
屋
制
家
内
工
業
或
い
は
旧
間
屋
制
工
■
業
な
る
範
犠
に
属
し
、
職
人
的

家
内
工
業
に
該
当
す
る
。
然
し
前
述
の
如
く
間
屋
H
伸
買
人
が
支
配
主
体
で
あ
る

場
合
は
少
な
く
、
大
部
分
は
白
H
か
ら
生
産
を
行
う
製
造
販
売
業
考
で
あ
る
。
一
商
業

資
本
の
『
部
生
産
者
化
H
産
業
費
本
化
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
問
屋
制
マ
ニ
ュ
フ
ア

ク
チ
ュ
ア
或
い
は
薪
間
屋
制
工
業
の
段
階
で
あ
る
の
に
、
雲
州
算
盤
の
場
合
、
支

配
の
客
体
は
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
で
も
工
場
工
業
で
も
な
く
、
分
散
せ
る
零
紬

な
家
内
工
業
で
あ
る
の
で
、
第
二
の
段
階
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な

い
。
そ
こ
で
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
間
屋
制
家
内
工
業
或
い
は
旧
間

屋
制
工
業
に
属
し
つ
上
も
」
間
屋
制
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
ヂ
ュ
ア
或
い
は
新
問
屋
制
工

業
の
性
格
を
併
せ
て
有
す
る
も
の
と
、
一
応
規
定
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
次
に
上
来
述
べ
来
つ
た
よ
う
な
前
近
代
的
性
格
を
も
つ
雲
州
算
盤
工
薬
を
近
代

化
し
て
そ
の
振
興
を
図
る
方
途
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
的
に
は
、
封

建
的
生
産
様
式
か
ら
費
本
制
生
産
様
式
へ
の
移
行
は
二
重
の
仕
方
で
行
わ
れ
だ
。

即
ち
、
商
人
が
産
業
家
と
な
る
途
と
生
産
者
が
商
人
と
な
る
途
で
あ
る
。
然
し
商

人
が
産
業
家
と
な
る
途
値
二
つ
に
分
れ
る
の
で
、
結
局
、
移
行
は
三
通
り
と
な
る
。

第
一
は
商
人
が
直
接
に
産
薬
家
と
な
る
の
で
あ
つ
て
、
商
業
を
基
礎
と
す
る
産
業

の
場
合
、
殊
に
著
修
品
産
業
に
み
ら
れ
た
。
第
二
は
商
人
が
小
親
方
を
自
分
の
伸

介
者
た
ら
し
め
る
か
、
或
い
は
直
接
に
賞
立
的
生
産
者
か
ら
買
う
場
合
で
あ
つ
て

商
人
ぼ
生
産
者
を
名
目
的
に
ば
自
立
さ
せ
て
お
き
、
そ
の
生
産
様
式
を
変
化
さ
せ

な
い
で
お
く
が
、
実
質
的
に
は
手
工
業
的
な
小
工
業
を
自
分
の
た
め
に
作
業
さ
せ

る
。
こ
の
一
第
二
の
も
の
が
問
屋
制
家
内
工
業
に
他
な
ら
な
い
。
第
三
は
産
業
家
が

，
商
人
と
な
つ
て
、
直
接
に
商
業
の
た
め
に
大
規
模
に
生
産
す
る
場
合
で
、
－
現
実
に

革
命
的
な
仕
方
と
さ
れ
て
い
る
。
雲
州
算
盤
の
場
合
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
第
三
の

仕
方
を
通
す
る
近
代
化
へ
の
途
が
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
。
そ
れ
は
商
業
資
本
－
家
．

た
る
間
屋
H
伸
買
人
或
い
，
は
親
工
場
に
従
属
し
て
い
た
下
請
業
者
H
下
子
が
次
第

に
貨
幣
を
蓄
積
し
て
自
立
し
、
こ
れ
ら
商
業
資
本
家
か
ら
原
材
料
の
前
貸
を
う
け

て
、
商
業
資
本
の
た
め
に
労
働
す
る
代
り
に
、
独
カ
で
原
材
料
を
購
入
し
て
加
工

し
、
完
威
品
た
る
算
盤
や
仕
上
珠
を
自
分
の
商
品
と
し
て
、
特
定
の
商
人
ま
た
は

顧
客
に
で
は
な
く
て
、
自
由
な
立
場
で
需
要
者
と
取
引
す
る
場
合
で
あ
る
、
こ
の

よ
う
に
下
子
が
独
立
自
営
の
製
造
販
売
業
者
に
生
長
し
、
衣
第
に
自
分
の
生
産
規

模
を
拡
大
し
て
行
き
、
白
H
か
ら
販
売
機
構
を
も
つ
て
市
場
に
進
拙
し
、
‘
近
代
的
産

業
費
本
家
と
な
る
途
が
考
え
ち
れ
る
。
こ
の
途
は
変
革
的
で
は
あ
る
が
、
漸
次
的

に
進
む
移
行
径
路
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
種
の
独
立
自
営
の
製
造
販
売
業
者
の
生

長
発
展
に
は
極
め
て
活
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
た
“
し
、
こ
の
種
業
者
が
発
展

の
中
途
に
お
い
て
下
請
支
配
の
商
業
資
本
的
性
格
を
有
す
る
に
至
り
、
そ
こ
で
停

滞
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
右
の
独
立
自
営
の
製
造
販
売
業
者
か
ら
産
．
業
資
本
家
へ
の
途
は
今
の
場
合
量
的

に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
雲
州
算
盤
工
業
で
は
間
屋
制
家
内
工
業
が
支
配
的
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
通
す
る
近
代
化
へ
の
途
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
間
屋
制
家
内
工

業
は
そ
れ
自
体
と
し
て
ほ
封
建
的
生
産
関
係
を
変
革
す
る
ζ
と
は
殆
ん
ど
な
く
、

反
つ
て
か
し
る
旧
い
関
係
に
寄
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は
近
代
的
資
本
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紛
生
産
へ
の
遇
渡
的
形
態
で
あ
り
一
移
行
径
路
を
な
し
た
。
例
え
ば
間
屋
制
家
内

工
業
を
経
て
ヤ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
発
生
す
る
場
合
で
あ
る
。
（
上
琳
教
授
、
前

掲
書
、
．
二
〇
二
頁
）
小
経
営
に
対
す
る
商
業
資
本
の
支
配
の
最
高
の
形
態
で
は
原
材

料
の
前
貸
と
加
工
賃
の
支
払
が
行
わ
れ
、
家
内
工
業
者
値
事
実
上
の
賃
労
働
者
に

商
業
資
本
ぱ
事
実
上
の
産
業
資
本
に
な
つ
た
が
、
こ
れ
が
更
に
発
展
し
て
、
こ
れ

ら
小
生
産
者
の
技
術
を
変
革
す
る
組
織
的
分
業
が
採
用
さ
れ
、
間
屋
（
事
実
上
の

産
業
資
本
）
が
作
業
を
分
割
し
、
若
干
の
部
分
作
業
を
自
已
の
作
業
場
で
行
な

い
、
か
く
て
家
内
労
働
の
分
配
と
並
び
、
且
つ
そ
れ
と
不
可
分
の
連
関
に
お
い
て
、

分
菜
を
伴
う
大
作
業
場
H
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
が
発
生
す
う
の
で
あ
る
。
横
固

町
や
亀
嵩
村
に
は
や
⊥
之
に
類
す
る
と
思
わ
牝
る
工
場
が
あ
る
。
横
田
町
の
も
．
の

は
薬
界
最
大
の
工
場
で
あ
る
が
、
こ
∫
で
は
動
力
と
簡
単
な
機
械
を
設
備
し
、
賃
－

労
働
者
（
主
と
し
て
女
子
）
を
使
用
し
、
繰
抜
き
、
口
取
り
、
珠
削
り
等
の
士
程
に

分
割
し
た
分
業
に
よ
つ
て
製
珠
を
行
う
と
共
に
、
同
じ
工
場
内
に
下
請
業
者
を
そ

れ
ぞ
机
の
も
つ
徒
弟
と
共
に
集
め
て
組
立
て
仕
上
げ
を
行
わ
し
め
て
v
る
。
ま
た

之
と
平
行
し
て
外
部
に
、
分
散
的
な
家
内
工
業
を
約
四
〇
支
配
し
．
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
種
の
工
場
が
出
現
す
る
前
、
大
正
初
年
頃
ま
で
は
分
業
が
全
く
行
わ
れ

て
お
ら
す
、
算
盤
屋
（
算
盤
司
）
と
よ
ば
れ
る
手
工
業
的
熟
練
を
も
つ
職
人
が
、
算

盤
仕
上
げ
ま
で
の
一
切
の
作
業
を
行
つ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
如
ぎ
発
展
に

よ
つ
て
、
熟
練
職
人
の
技
術
を
部
分
的
な
が
ら
変
革
す
る
組
織
的
分
業
が
採
用
さ

れ
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
か
ら
大
工
業
へ
の
指
向
の
き
ざ
し
を
み
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
移
行
径
路
が
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
、
こ
の
種
り
工
場
が
発
展
し

て
、
商
業
資
本
的
支
配
を
止
揚
す
る
時
、
雲
州
算
盤
工
叢
の
近
代
化
は
最
も
速
か

に
達
威
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
協
同
組
合
の
聞
題
に
つ
い
て
；
膏
す
る
。
猿
占
的
大
資
本
の
強
圧
を

う
け
る
劣
弱
な
中
小
企
業
の
生
き
る
途
と
し
て
、
よ
く
協
同
組
合
化
の
主
張
が
な

さ
れ
る
が
、
雲
州
算
盤
工
業
に
お
い
て
は
こ
の
主
張
は
直
ち
に
妥
当
す
る
と
は
い

え
な
い
。
蓋
し
業
者
の
圧
倒
的
部
分
が
独
立
自
営
の
企
業
で
は
な
く
て
、
零
紬
な

隷
属
的
家
内
工
業
で
あ
る
点
に
困
難
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
申
小
企
業
等

協
同
組
合
法
に
基
す
く
組
合
が
四
ハ
任
意
組
合
が
三
あ
る
が
、
前
者
に
対
す
る
延

加
入
件
数
は
親
工
場
・
間
屋
が
ニ
ハ
、
下
講
業
者
が
一
〇
で
　
1
あ
り
、
後
者
に
対
す

る
そ
れ
は
親
工
場
・
問
屋
が
三
四
、
下
請
業
者
が
五
三
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
二
表

の
業
者
数
と
対
照
し
て
み
る
と
、
特
に
下
謂
業
者
の
加
入
率
が
低
小
こ
と
が
わ
か
・

る
。
然
も
こ
　
1
の
加
入
数
は
延
加
入
件
数
で
あ
り
、
一
業
者
で
二
以
上
の
組
合
に
加

入
し
て
い
る
者
の
あ
る
こ
と
を
考
慮
忙
入
れ
れ
ば
「
加
入
率
は
一
層
低
下
す
る
。
協

同
組
合
の
振
興
を
阻
ん
で
い
る
原
因
が
こ
の
地
方
の
封
建
的
な
意
識
に
あ
る
と

し
、
そ
の
点
の
啓
蒙
の
必
要
を
説
く
人
が
多
い
。
然
し
戸
」
の
よ
う
な
考
え
方
に
は

賛
域
で
き
な
い
。
勿
論
、
小
生
産
者
の
孤
立
性
、
分
散
性
、
及
び
相
互
の
敵
対
意
識

も
重
要
な
原
因
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
筆
者
は
そ
の
本
質
的

な
原
因
が
間
屋
制
支
配
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
右
の
如
く

下
請
業
者
の
組
合
加
入
率
が
特
に
低
い
点
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
親
工
場
や

問
屋
に
隷
属
し
て
前
黛
と
う
け
て
い
，
る
下
講
業
者
に
は
組
合
加
入
の
蕎
義
は
殆
ん

ど
全
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
協
同
組
合
は
独
立
自
営
の
業
者
の
組
合
で
あ
つ
て
は

じ
め
て
意
義
を
も
つ
の
だ
か
ら
、
問
艮
制
支
配
に
手
を
ふ
れ
な
い
で
協
同
組
合
の

振
興
を
主
張
す
る
の
は
根
本
を
忘
れ
た
議
論
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
協
同

　
、
●
　
　
　
．

組
合
化
ぼ
問
屋
制
支
配
の
止
揚
至
則
提
と
し
、
前
述
の
移
行
の
間
題
に
づ
ら
な
る

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
’
　
　
．
　
（
一
九
五
四
．
∵
八
）




